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「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
保
証
申
込
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い 

東
日
本
建
設
業
保
証
㈱ 

新
宿
支
店
長 

岩 

瀬 

洋 

一 

 

早
春
の
候
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と

と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
素
は
、
当
社
の
前
払
金
保
証
と
契
約
保
証
を

ご
利
用
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
今
回
は
、
既
に
ご
利
用
の
お
客
さ
ま
よ

り
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
保
証
申
込
み
：
「
ネ
ッ
ト
デ
ス
ク
」

を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

★
保
証
申
込
書
、
使
途
内
訳
明
細
書
を 

 

簡
単
作
成 

過
去
の
申
込
や
使
途
内
訳
明
細
書
の
デ
ー

タ
が
蓄
積
で
き
、
次
回
以
降
の
デ
ー
タ
作
成
に

活
用
が
で
き
ま
す
。
（
と
り
わ
け
使
途
内
訳
明

細
書
を
作
成
、
変
更
す
る
場
合
に
便
利
で
す
） 

★
払
出
依
頼
書
を
簡
単
一
括
作
成 

使
途
内
訳
明
細
書
の
デ
ー
タ
か
ら
、
払
出
依

頼
書
を
自
動
作
成
で
き
ま
す
。 

工
事
毎
の
個
別
作
成
は
も
ち
ろ
ん
、
払
出
時

期
毎
の
一
括
作
成
も
可
能
で
す
。 

 

★
手
続
状
況
を
確
実
に
管
理 

保
証
申
込
、
使
途
内
訳
明
細
書
の
手
続
状
況

を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。 

 
 

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
の
よ
う
に
書
類
の
到
着
を
心
配

す
る
必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

★
保
証
料
を
自
動
計
算 

前
払
金
額
や
契
約
保
証
金
額
を
ご
入
力
い

た
だ
く
と
保
証
料
が
自
動
表
示
さ
れ
ま
す
。 

都
度
の
確
認
手
間
が
省
け
ま
す
。 

★
ご
利
用
は
無
料 

ご
登
録
、
ご
利
用
は
無
料
で
す
。 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
料
等
は
お
客
様
の

負
担
と
な
り
ま
す
） 

尚
、
ご
登
録
後
も
従
来
通
り
に
窓
口
申
込
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
も
可
能
で
す
。 

 

☆ 

ま
ず
は
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
操
作
体
験 

版
を
お
試
し
く
だ
さ
い
。 

「
ネ
ッ
ト
デ
ス
ク
用
ア
ド
レ
ス
」
は
こ
ち
ら 

h
t
t
p
:
//
w
w
w.
e
j
cs
.
c
o.
j
p
/ne

t
d
e
s
k/

 

（
ま
た
は
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
で
「
東
日
本
建
設

業
保
証
」
を
入
力
し
、
当
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
保
証
サ
ー
ビ
ス
」
→
「
は

じ
め
て
ご
利
用
の
お
客
様
」
に
お
進
み
く
だ
さ

い
。
登
録
用
の
利
用
申
請
書
も
こ
ち
ら
に
用
意

し
て
お
り
ま
す
） 

ご
登
録
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

［
お
問
合
せ
先
］ 
 

東
日
本
建
設
業
保
証
㈱ 

新
宿
支
店 

 
 

電
話
〇
三-

三
三
四
〇-

二
四
五
一 

  

に
「
休
憩
設
備
等
の
職
場
環
境
の
整
備
」
す
る
と
と
も
に
、
企 

業
の
実
態
に
即
し
て
店
社
と
作
業
所
が
一
体
と
な
り
下
記
の 

重
点
事
項
を
積
極
的
に
展
開
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

ま
た
、
労
働
災
防
止
の
実
効
を
図
る
た
め
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
を
行
う
体
制
を
確
立
し
、
確
実
に
実
施
す
る
も
の
と 

す
る
。 

 

◇
重
点
事
項 

１
・
経
営
ト
ッ
プ
等
に
よ
る
現
場
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施 

２
・
三
大
災
害
（
墜
落
・
転
落
災
害
、
建
設
機
械
・
ク
レ 

ー
ン
等
災
害
、
倒
壊
・
崩
壊
災
害
）
防
止
対
策
の
徹
底 

３
・
交
通
労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底 

①
運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
、
長
時
間
継
続
し

た
運
転
の
禁
止
等
の
安
全
管
理
の
実
施 

②
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
等
の
通
勤
使
用
に
つ
い
て
、
安
全
な

通
勤
経
路
の
選
定
、
所
要
時
間
を
考
慮
し
た
運
行
計

画
の
作
成
、
長
時
間
運
転
に
お
け
る
休
憩
の
配
慮
、

作
業
終
了
後
の
運
転
者
に
対
す
る
休
養
の
配
慮 

③
工
事
用
車
両
等
の
運
行
に
つ
い
て
、
事
前
の
運
行
経

路
の
選
定
等
計
画
的
な
実
施 

④
運
転
者
の
定
期
健
康
診
断
の
実
施
状
況
及
び
運
転

前
の
健
康
状
態
の
把
握 

⑤
厚
生
労
働
省
が
示
し
た
「
交
通
労
働
災
害
防
止
の
た

め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
く
対
策
の
徹
底 

４
・
不
安
全
行
動
に
よ
る
災
害
防
止
の
徹
底 

①
「
危
険
予
知
活
動
」、「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
運
動
」、「
ひ

と
声
か
け
あ
い
運
動
」、「
グ
ー
パ
ー
運
動
」
等
の
積

極
的
な
実
施 

②
安
全
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
等
で
作
業
手
順
の
周
知
徹
底 

③
作
業
員
の
健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、
そ
の
結
果
に

基
づ
く
適
正
配
置
の
実
施 

④
作
業
変
更
時
の
連
絡
調
整
、
作
業
指
示
等
の
再
徹
底 

⑤
安
全
帯
等
保
護
具
の
使
用
の
徹
底 

⑥
「
近
道
・
省
略
行
為
」
防
止
の
徹
底 

 
  

 

⑦
送
り
出
し
教
育
、
新
規
入
場
者
教
育
等
の
安
全
衛
生

教
育
の
強
化
・
徹
底 

 

５
・
酸
素
欠
乏
症
等
防
止
対
策
の
徹
底 

①
酸
素
欠
乏
症
等
危
険
作
業
に
つ
い
て
、
酸
素
欠
乏
危

険
作
業
主
任
者
の
選
任
と
、
そ
の
職
務
の
実
施 

 

平
成
十
九
年
度
建
設
業
年
度
末 

 

労
働
災
害
防
止
強
調
月
間 

 
 
 
 
 
 

 
 

（
二
月
号
の
つ
づ
き
） 

 

 

実
施
期
間 

 
 

 

 
 

平
成
二
十
年
三
月
一
日
～
三
月
三
十
一
日 

◇
会
員
が
実
施
す
る
事
項 

 

年
度
末
に
発
生
す
る
労
働
災
害
の
要
因
と
し
て
、

完
工
時
期
を
迎
え
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
工
事
が
輻
輳

し
、
突
貫
的
な
施
工
が
増
え
る
こ
と
な
ど
の
た
め

に
、
作
業
間
の
連
絡
調
整
の
不
足
、
作
業
指
示
の
不

徹
底
、
過
重
労
働
な
ど
安
全
衛
生
管
理
が
不
十
分
に

な
り
が
ち
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
「
作
業
間
の
連
絡
調
整
及
び
作
業
指
示
の
徹
底
」

「
作
業
員
の
健
康
状
態
の
把
握
と
適
正
な
配
置
」
等

を
行
い
、
「
無
理
な
作
業
の
排
除
」
に
努
め
、
さ
ら 

        
②
酸
素
欠
乏
症
等
危
険
作
業
に
就
く
作
業
員
に
対
す
る

特
別
教
育
の
実
施 

③
酸
素
欠
乏
症
等
危
険
場
所
へ
の
酸
素
濃
度
等
測
定
器

の
設
置
と
作
業
開
始
前
の
測
定
の
徹
底 

④
作
業
中
、
酸
素
濃
度
が
一
八
％
以
上
、
硫
化
水
素
濃

度
が
一
〇
ｐ
ｐ
ｍ 

以
下
に
な
る
よ
う
に
換
気
の 

実
施 

 
 

⑤
酸
素
欠
乏
等
危
険
場
所
の
入
退
場
の
人
員
点
呼
の
励

行
及
び
関
係
者
以
外
の
立
入
禁
止
の
徹
底 

⑥
緊
急
時
の
救
急
用
具
、
空
気
呼
吸
器
等
の
整
備
及
び

救
助
に
入
る
者
の
呼
吸
用
保
護
具
、
安
全
帯
の
使
用

徹
底 

６
・
健
康
管
理
の
徹
底 

①
作
業
員
の
健
康
状
態
の
把
握
と
心
身
両
面
に
わ
た
る

健
康
づ
く
り
の
実
施 

②
過
重
労
働
等
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の
た
め
の
管
理

実
施 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

西
多
摩
分
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 ２ 月 事 業 報 告  

８日 広報委員会１６３号編集発行 

 ８日 若手の会 役員会 

８日 三多摩建設業連合会新年懇親会（立川） 

１８日 総務委員会 

２０日 理事会 

２８日 あきる野地区委員会 

  ３ 月 事 業 計 画  

６日 年度末工事現場パトロール（西多摩分会） 

７日 広報委員会１６４号編集発行 

１７日 総務委員会 

１９日 理事会 

２２日 あきる野地区委員会 

http://www.ejcs.co.jp/netdesk/
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《 ２月２０日 理事会報告》 

①報告事項 

  ・三多摩建設業連合会新年懇親会   

・経営講習会開催 

・委員会報告 

  ・その他 

②審議事項 

・新年会会計の件 

  ・賛助会員２件承認の件 

・２０年度事業計画   

  ・１９年度決算方針・２０年度予算 

  ・労働安全指導者選任の件 

賛
助
会
員
Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ 

№
２ 

 

橋種：人道橋   構造：つり橋   

構造：吊橋・鋼 板  門構 / 鋼管 ctc3ｍ  

橋長＝80.0ｍ  幅員＝ 2.0ｍ    

施工年月：昭和５３年 3 月 水面まで 15ｍ   

◎軍畑大橋 

  この辺は旧鎌倉秩父街道が通り、 

昔は舟による渡しがあったところで、 

近年交通の需要が高まりアーチ型の 

しっかりした橋が造られた。 

古戦場にちなみ欄干には鎧武者の 

モニュメントがあしらわれている。 

休憩スペースの近くには「軍畑の渡 

し」と書かれた石碑がある。 

中世 秩父鎌倉道は、この地で多摩川 

を渡っていた。川の水の多い 4月から 

11 月の間は渡し舟が使われ、少ない期 

間は丸太を組んだ仮橋が架けられていた 

………と書かれている。 

橋種：道路橋 橋長＝129.5ｍ 

幅員＝12ｍ   

構造：中路式ローゼ桁橋  

施工年月：平成３年４月      

水面まで 12.5ｍ 

   （次回は奥多摩橋、好文橋です）           

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

常
務
取
締
役 

野 

本 
 

誠 

日
頃
、
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
員
の 

皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

私
共
は
会
員
の
皆
様
と
共
存
共
栄
さ
せ

て
頂
き
ま
す
よ
う
、
土
木
資
材
メ
ー
カ
ー
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
納
期
、
価
格
の
交
渉

に
が
ん
ば
っ
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
工
事
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
安
全
第
一
に
心
が
け
、
工
事
短
縮
、

お
客
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
施
工
を
致
し
ま
す
。 

 

建
設
業
全
般
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
知
恵
を
し
ぼ
り
、
誠
実

に
仕
事
に
取
り
組
め
ば
、
少
し
で
す
が
利
益
を
生
み
出
す
こ
と
が
出
来
る
と

お
も
い
ま
す
。 

 

弊
社
は
、
道
路
製
品
全
般
の
材
料
販
売
、
工
事
、
橋
梁
下
部
工
事
（
杭
打

ち
、
ア
ン
カ
ー
）
橋
梁
上
部
工
事
（
高
欄
、
伸
縮
装
置
継
手
等
）
の
材
料
、

工
事
を
主
に
営
業
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
の
皆
様
に
必
ず
満
足
し
て
頂
け
る
よ
う
、
誠
心
誠
意
を
モ
ッ
ト
ー
に

が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

 

 

 

商   号   アーバン建材工業株式会社 

所 在 地   〒１９８－００３６  

東京都青梅市河辺町１０－４－１６ 

電  話     ０４２８－２０－１３２０ 

Ｆ Ａ Ｘ     ０４２８－２０－１３２２ 

建設業許可   東京都都知事許可 

（般・１９）第１１８９６０号 

建設業種類   土木工事業  とび・土工工事業  

鋼構造物工事業  舗装工事業   

営業品目 

・「橋梁高欄・モニュメント」 

   ダクタイル・アルミ・ステンレス・スチール、各部材 

・「土 木 資 材」 

   伸縮継手・支承・ﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ・ｺﾙｹﾞｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ・ 

Ｕ字ﾌﾘｭｰﾑ・ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ・ｶﾞｰﾄﾞｹｰﾌﾞﾙ・ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ、

等各種防護柵、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ・塩ビ管・ﾌﾟﾚｽﾄ管・鋼管   

落石防護柵・落石防護網・ふとんかご・じゃかご・  

かごﾏｯﾄ・かご枠・鋼製続枠・防音壁・ﾄﾝﾈﾙ内装板・

止水板・遮水ｼｰﾄ・等各種ｼｰﾄ、ｴｸｽﾃﾘｱ製品・車止め・

その他各種鋼材（販売、加工、メッキ）リース・工事 

 

↑
東
秋
留
橋
高
欄 

 

★ 

弊
社
実
績 

 

 
 
 

↓
奥
多
摩
町
川
井
歩
道 

◇ 特 集 ◇ 多摩川に掛かる橋  第１５回 

◎楓橋 

 この場所は、多摩川の最も奥にあった「沢井の渡し」は、昭和５年橋に替えられた。

昭和５３年に木造から鋼製の吊橋に取り替えられた。小澤酒造「ままごとや」あたりか

ら寒山寺下に至る吊り橋。二代目の橋。周囲の美しい自然と多摩川の清流は古くから名高

く、観光用人道橋として春は桜、秋は紅葉の名所。（昨年暮れより現在補修工事中でした） 

 

 

 

 

  

 

 

 

 


